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小児不定愁訴 に対する漢方治療の 有用性に つ い て

（起立性調節障害の短期効果を中心 に）

袋立陶生病院小児科　　
’

現　大垣市民病院小児循環器科

○ 山口英明、馬場礼三
＊

、 大城誠、 浅井俊行 、 笠井啓子、汲田英樹

【目的】小児、 とりわけ小中学生をめ ぐる環境の 著しい 変化に よ り、不定愁訴を訴え る児

は増加傾向に あ る。 そ の 多 くは い わ ゆ る起立性調節障害 （以下 、 OD と略す） の 範晴に 入

るもの で あ る。 今回 、 我々 はOD に対する漢方治療の有用性を明らかにす る目的で 以下の

検討 を行 っ た。

【対象および方法】1997年 6月か ら1992年 3月に公立陶生病院小児科を受診しOD と診断

され（明らか な心因反応もで きる限 り除外），漢方薬もしくは西洋薬を投与され、 4 週間以

内の 効果判定が可能であ っ た79例（漢方薬群　55例 、 西洋薬群　24例 ）を対象として、主

訴の 改善度を中心に評価 した。 漢方薬は主に ツ ム 弓 エ キス を使用 、 方剤の選択は漢方的診

断法に もとついて行 うよう努めた
。

【結果および考案】投与 2週後 、 4週後の有効率は漢方薬群で そ れぞれ 61・8％・70・9％・

西洋薬群で 43．5％ ， 66．7％ と漢方薬群で 効果発現がよ り早 い と思われた 。 さらに 4週後の

著効率で も漢方薬群38．2％、西洋薬群 20．8％ と漢方薬群が高か っ た。

　使用方剤は28種類で 、 利水剤、補気剤 、 散寒剤、理 気剤が主に投与され 、 苓桂朮甘湯、

補中益気湯、小建中湯の使用頻度力幅 か っ た。 また主訴によ り使用方剤に若干の偏 りが見

られた 。

　小児のOD では気虚 、 気滞 、 痰湿 、 寒などの病態が多く見られ 、 脾胃、 肝 との 関係が深

い と考え られた 。

　【結論】漢方的病理を考慮して使用すればOD に 対する漢方薬の有用性は高い と思われた。
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